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議会だよりあしや令和 3年 8月 25 日　第 210 号 ②

コロナのワクチン接種、どうなっているの？
３．会場スタッフの声

芦屋中央病院院長

櫻井　俊弘さん

芦屋中央病院医師　

石川　智士さん

花美坂クリニック院長

細田　秀一郎さん

４．接種した人の感想

　ワクチン接種を行っている医師や看護師、運

営スタッフに気をつけていることを聞きました。

高岩　忠美さん

（第２緑ヶ丘区）

小田　香織さん

（芦屋保育園園長）

５．議会から一言
　４月下旬から高齢者のワクチン接種予約が開

始されましたが、当初はなかなか予約が取れ

ず、議員にも多くの住民から不安の声が届きま

した。しかし、その後は順調に進み、９月中に

は希望する全町民の接種を終える予定となって

います。

　議会では議員全員が一丸となって早期のコロ

ナ終息に向けて取り組んでいます。議会だより

でも本会議や各委員会、全員協議会の情報をわ

かりやすく伝わるよう心がけていきます。

健康・こども課長

志村　亮二さん

内海　猛年議員

野間　フミヨさん

( 高浜区）

予約も接種もスムーズな対

応ありがとうございまし

た。少し安心できました。

重い副反応もなく無事終わりま

した。子どもと接する機会が多

く、少しでも安全安心が与えら

れて嬉しいです。早く全町民の

接種が完了し、安全安心な町に

なれるよう議会として支援でき

ることがあれば、積極的に取り

組みたいです。

接種がスムーズにできて安心

しました。会場のシステムも

わかりやすく、丁寧な対応に

感謝しています。

保育園は休むことができず、

毎日お子さんを預かり密にな

らざるを得ない場面も多々あ

ります。優先接種で早く対応

していただき、とてもありが

たいです。

芦屋中央病院看護師長

　萬代　祥子さん

「住民を待たせないこと」

を第一に考えています。ス

タッフとの連携で大勢の接

種がスムーズにでき、毎回

「何事もなく良かった」と

安堵しています。

最小限の移動にすることで高齢者

の負担軽減を図り、不安を与えな

いよう丁寧な説明を心がけていま

す。また、会場内が事故なくスムー

ズに流れるよう、スタッフ全員で

気をつけています。

少しでも早く安全安心な

芦屋町にするためには、

多くの人にワクチンを接

種することが重要になっ

てきます。そのため会場

スタッフなどと連携し、

迅速に接種できる体制作

りに取り組んでいます。

看護師は接種手技や副反応時の対

応などを当日必ず最終確認し、手

技の統一を図り安全安心で、迅速

に行えるように務めています。

接種者の腕の太さや筋力量は人

それぞれ違うため、打つ場所、

深さ、角度などに気をつけなが

ら接種しています。
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議会だよりあしや令和 3年 8月 25 日　第 210 号③

コロナのワクチン接種、どうなっているの？
　芦屋町では 5 月 8 日から高齢者などへのワクチン接

種が開始され、７月下旬からは 64 歳以下の人へのワ

クチン接種も開始されました。

　そこで、気になる集団接種について紹介します。

※記事は７月 26 日時点の会場を掲載していますので、

　レイアウトが変更されている可能性もあります。

ワクチン接種の現状と今後の気になる点を質問しました。

２．今後の流れ

１．ワクチン接種の流れ

議会の目線から

②①

　診察や接種前待機

③

→ →

→

議員からの質問 執行部の回答

　キャンセルがあったワクチンはどうしてい
　るのか。

　　キャンセル用の接種リスト（役場職員など）を
　　作成し、接種している。

　高齢者入所施設やデイサービスなどに従事
　する人への接種はどうなっているのか。

　　中央病院が、入所施設には訪問接種、デイサー
　　ビスなどには個別接種を行い、７月で完了した。

　64 歳以下の接種はどうなっているのか。
　　平日の夜間と土日に接種を行い、９月中には集団
　　接種を終わる予定だが、終了後は町内医療機関で
　　の個別接種対応となる。

→

→

→

ワクチン接種会場の全景

受付での検温や本人確認 予診票の確認

→

ワクチン接種

④

②

③

④
⑤

接種者や医療関係者、ス

タッフなど全員の協力でス

ムーズにできていました。 ⑤

経過観察で一定時間待機

体調不良者には
すぐにスタッフ
が対応します。



失敗を恐れず何でも挑
戦できる子に育ってほ
しい。

子どもにどんな大人
になってほしいです
か？

一言インタビュー

T.Oさん（33歳）

　

６
月
定
例
会

　
第
２
回
定
例
会
が
、
令
和
３
年
６
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
、
決
議
な
ど
15
議
案
が
上
程
さ
れ
、
14
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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◆
バ
ス
共
通
乗
車
券
を
追
加
販
売

バ
ス
共
通
乗
車
券
販
売
の
時
期

と
方
法
は
。

8
月
17
日
か
ら
前
回
と
同
様
、

初
日
は
役
場
の
１
階
ロ
ビ
ー
で
、

18
日
以
降
は
環
境
住
宅
課
で
販
売
す
る

予
定
。

コ
ロ
ナ
終
息
を
め
ざ
し
て

補正予算

補正のあった歳出の主な内容 補正額

　職員の時間外勤務手当

　（コロナ関連業務に伴う時間外手当）
１２１４万円

　コールセンター運営業務委託

　（コロナウイルス感染症のワクチン接種電話予約受付業務委託）
ー

　子育て世帯生活支援特別給付金　　　　　　　　

　（年金受給者などで 4 月分の児童手当を受けていない人に 1 人 5 万円支給）
１４７５万円

　公共交通利用促進事業補助金（バス共通乗車券の追加販売） 　２００万円

　芦屋港周辺の観光動向調査分析業務委託 ー

　特別展示品運搬委託

　（町制施行 130 周年記念特別展で日本最古の国産車アロー号を展示）
ー

※委託料は金額の公表を行っていません。

　歳入歳出それぞれ4600万円の増額補正

一般会計補正予算（第１号）

　　　　　　（賛成多数・可決）

◆
芦
屋
港
周
辺
の

　
　
観
光
動
向
を
調
査
分
析

芦
屋
港
周
辺
の
観
光
動
向
調
査

分
析
業
務
委
託
の
内
容
は
。

芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化
で
予
定

し
て
い
る
全
天
候
型
施
設
の

ニ
ー
ズ
調
査
や
観
光
動
向
把
握
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
。
8
月
か
ら
11
月

中
の
約
15
日
間
に
町
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
で
主
に
町
外
者
に
対
し
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
行
い
な
が
ら
対
面
式
の
聞
き
取

り
調
査
を
行
う
予
定
。

問答

問答

町内を走るタウンバス

聞き取り調査を行う予定の芦屋海岸

議会だよりあしや ④令和 3年 8月 25 日　第 210 号
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コミュニケーション
能力がある人になっ
てほしい。

E.F さん（33 歳）H.Oさん（38歳）
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◆
町
制
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行
１
３
０
周
年

　
　
記
念
特
別
展
の
運
搬
委
託

特
別
展
の
内
容
は
。

矢
野
倖
一
氏
が
３
年
と
い
う
年

月
を
か
け
て
、
大
正
５
年
に
独

力
で
作
り
上
げ
た
、
現
存
す
る
日
本
最

古
の
国
産
乗
用
車
「
ア
ロ
ー
号
」
な
ど

を
、
株
式
会
社
矢
野
特
殊
自
動
車
と
福

岡
市
博
物
館
の
許
可
・
協
力
の
も
と
、

歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
す
る
。

矢
野
倖
一
氏
と
は
ど
の
よ
う
な

人
な
の
か
。

明
治
25
年
に
芦
屋
町
で
生
ま
れ
、

国
産
乗
用
車
を
開
発
さ
れ
た
。

平
成
23
年
に
は
「
ア
ロ
ー
号
」
の
製
作

者
と
し
て
、
日
本
自
動
車
殿
堂
に
殿
堂

入
り
を
さ
れ
て
い
る
。

問答問答

新型コロナウイルス感染症と闘う医療従事者等

に対し敬意と感謝の意を表する決議

アッシーの議会豆知識
　決議とは、議会の意思を対外的に表明

することが必要なときなどに行う意思形

成行為です。

　また、議員が議案を提出するときには

1 人以上の賛成者（議員）が必要です。

　新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威をふるう中、我が国では改正新型イ

ンフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言が何度も発令されるなど、

人々の生活や経済活動は大きく制約を受けている。

　本県においても、これまで国の緊急事態宣言の発令を受け、県民生活はもとよ

り、特に検査・医療・救急搬送の現場は、かつて経験したことのない危機に直面

している。

　このような状況の下、感染リスクにさらされながら、緊張が続く

現場で自らの危険を顧みず、献身的に努力を続けている医療従事者

が、いわれなき偏見や差別を受けているとの不本意な報道がある。

　芦屋町議会はこのような報道を払拭し、医療従事者をはじめ

新型コロナウイルス感染症対策に携わる全ての人々に対し、最大

限の敬意と感謝の意を表するとともに、その活動を

全面的に力強く支える議会活動を展開していく。　

　以上、決議する。　

　令和３年６月 21 日

福岡県遠賀郡芦屋町議会　　

                                                                    

提出者：横尾　武志議員    

賛成者：松岡　　泉議員

満場一致で
可  決

ポジティブで思いや
りのある人になって
ほしい。

「アロー号」と矢野倖一氏

議会だよりあしや⑤ 令和 3年 8月 25 日　第 210 号



娘がずっとなりたいと
思っている「獣医さん」
になる夢を応援したい。

子どもになってほし
い職業はあります
か？

一言インタビュー

Y.Hさん（55歳）

　町有墓地を使用する場合の管理など必要事項を条例に定めます。

町有墓地　

　鶴松墓地、御廟所墓地、大久保墓地、中ノ浜墓地、田屋墓地

条例に規定された主な事項

　・申込み資格：本町に住所がある人　・使用料は無料　・使用者は清掃や維持管理に努めること　　

　・墓地返還の際は元の状態に戻すこと・墳墓承継者がいないとき、その使用権は消滅すること　など

使用には町長の許可が必要となっている

が、管理者が不明な墳墓の使用許可はど

うするのか。

承継の手続きができていないなどの理由

で管理者不明となっている墳墓は、引き

続き調査し登録を促進する。

無縁墳墓は改葬し移転することができる

とあるが、その費用は誰が負担するのか。

行政が原因者となり移転を命

じる場合の費用は、何らかの

処置を講じる必要があると考えて

いる。

アッシーの議会豆知識
　討論とは自分の考えに反対する議員や賛否を決め

かねている議員に対し、賛同してもらうために意見

を表明することです。

問

答

問

答

賛成 討論
安全安心なまちづくりにつながる

本田浩議員

　墓地の問題は少子化・高齢化により全国的に
関心のあるものである。町は５カ所の墓地を保

有しており、条例を制定することで非常に安全

安心なまちづくりの一つになると考えるため賛

成する。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
３
回
の

衛
生
管
理
定
期
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
衛
生
環
境
を
審
議
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
運
営
審
議
会
委
員
に
衛
生

管
理
の
専
門
家
（
学
校
医
ま
た
は
学
校
薬

剤
師
な
ど
）
を
追
加
し
ま
す
。

学
校
薬
剤
師
に
依
頼
す
る
理
由
は

何
か
。

学
校
医
は
診
療
の
都
合
上
難
し
い

が
、
学
校
薬
剤
師
は
す
で
に
衛
生

管
理
の
定
期
検
査
や
衛
生
面
で
の
相
談
な

ど
で
現
場
に
入
っ
て
い
る
た
め
学
校
薬
剤

師
に
依
頼
す
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
発
行
手
数

料
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
の
で
、
町
の
条

例
に
規
定
さ
れ
て
い
た
手
数
料
の
条
文
を

削
除
し
ま
す
。

　
今
後
は
法
律
に
基
づ
く
手
数
料
と
な
り

ま
す
。

川
上
誠
一
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
で
「
行
政
運
営
の
効
率
化
や
公
正
な
給

付
と
負
担
の
確
保
」
を
目
的
に
社
会
保
障

や
税
な
ど
を
個
人
ご
と
に
わ
か
る
よ
う
に

し
、
給
付
を
抑
制
、
国
や
大
企
業
の
負
担

を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
政
府
は
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
情
報
を
一
元
管
理

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
「
利
便
性
の
向

上
」
と
言
う
が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
使
い
こ
な
す
こ
と
が
困
難
な
人
に
と
っ

て
利
便
性
の
後
退
が
懸
念
さ
れ
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
委
員

に
衛
生
管
理
の
専
門
家
を
追
加

問答

中学校の給食の様子

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

再
発
行
手
数
料
の
条
例
を
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

を
押
し
付
け
る
な

反
対 

討
論
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◆町有墓地の管理など必要事項を条例化

議会だよりあしや ⑥令和 3年 8月 25 日　第 210 号



　
芦
屋
中
央
病
院
横
の
芦
屋
・
青
葉
台

線
道
路
で
芦
屋
側
の
整
備
が
完
了
し
た

た
め
、
町
道
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

新
規
道
路
の
開
通
時
期
の
予
定

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

６
月
末
に
北
九
州
市
側
の
工
事

が
完
了
す
る
。
そ
の
後
、
北
九

州
市
が
道
路
用
地
の
確
定
測
量
や
分
筆

登
記
の
作
業
を
行
い
、
８
月
中
に
開
通

す
る
予
定
。

　
議
員
活
動
を
し
や
す
い
環
境
整
備
や

家
庭
生
活
と
の
両
立
支
援
の
一
環
と
し

て
、
出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
配
慮

す
る
た
め
会
議
規
則
を
改
正
し
、
議
会

へ
の
欠
席
事
由
を
明
確
化
さ
せ
ま
す
。

母
性
保
護
の
た
め
産
前
・
産
後
の
欠
席

期
間
は
具
体
的
に
規
定
し
ま
す
。

芦
屋
・
青
葉
台
線
の
町
道
認
定

問答

保育園のときから建
築に興味を持ってい
たので応援したい。

特に希望する職業はな
いが、責任をもって仕
事をしてほしい。

Y.Nさん (38歳）Y.Mさん(30歳）

議
員
の
欠
席
事
由
を
明
確
化

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

　
　
　
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

　
家
族
の
在
り
方
が
多
様
化
す
る
中
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
法
制
化
す
る
た
め
の
議
論
を
進
め
、
適
切
な
法

的
選
択
肢
を
用
意
す
る
こ
と
は
国
の
責
務
で
あ
る
た
め
、
民
法
を
改
正
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
法
制
化
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
で
す
が
、
時
期
尚
早
と
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

時期尚早だ

否  決

提
出
者
：
川
上
　
誠
一
議
員

賛
成
者
：
妹
川
　
征
男
議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

家
族
の
根
幹
に
関
わ
る
た
め

議
論
が
必
要

夫
婦
の
人
権
と
尊
厳
を
守
る
べ
き

さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
べ
き

妹
川
征
男
議
員

　
こ
れ
か
ら
結
婚
し
て
い
く
夫
婦
の
人
権

と
尊
厳
を
守
り
、
自
分
の
ま
ま
で
結
婚
し

た
い
人
た
ち
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
、
結

婚
す
る
際
に
同
姓
も
別
姓
も
選
べ
る
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
あ

る
。
氏
名
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

人
格
の
象
徴
と
し
て
人
格
権
の
一
内
容
を

構
成
す
る
も
の
。
改
姓
に
よ
り
生
じ
る
職

業
や
生
活
上
の
不
利
益
の
ほ
と
ん
ど
を
女

性
が
被
っ
て
い
る
実
態
は
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
や
女
性
活
躍
の
推
進
に
明
ら

か
に
逆
行
し
て
い
る
。
「
夫
婦
は
同
姓
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
日

本
は
人
権
に
関
し
て
後
進
国
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
内
海
猛
年
議
員

　
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化

は
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
、
姓
を
改

め
る
こ
と
で
社
会
的
な
不
便
・
不
利

益
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
る
。
国
で
も
「
日
本
の
伝

統
や
家
族
の
絆
が
失
わ
れ
る
」、「
旧

姓
の
通
称
使
用
を
拡
大
す
べ
き
」
な

ど
と
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
私
は

町
民
の
中
で
も
議
論
が
進
ん
で
い
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
親
子
関
係

の
在
り
方
な
ど
家
族
に
関
わ
る
課
題

が
あ
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
必

要
性
が
あ
る
と
判
断
し
反
対
す
る
。

萩
原
洋
子
議
員

　
こ
の
問
題
に
は
戸
籍
制
度
を
維
持

し
、
子
ど
も
に
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
重
要
な

課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
法
務
省
で

は
「
婚
姻
制
度
や
家
族
の
在
り
方
と

関
係
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、

国
民
の
理
解
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る

べ
き
も
の
」
と
考
え
を
示
し
て
い
る
。

現
時
点
で
町
民
の
理
解
が
進
ん
で
い

る
と
は
思
え
ず
、
芦
屋
町
議
会
で
も

議
員
間
で
議
論
を
し
た
の
は
１
度
だ

け
と
い
う
現
状
を
鑑
み
る
と
、
今
回

の
意
見
書
提
出
は
時
期
尚
早
で
あ

り
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

芦屋・青葉台線（芦屋側）
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　議案の賛否を掲載しています。
　※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

６月定例会で意見がわかれた議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対 を表しています。

議案名

人権擁護委員の候補者の推薦 緑ヶ丘団地エレベーター設置工事（６棟）請負契約の締結

芦屋町公共施設等総合管理計画策定検討委員会設置条例の
一部を改正する条例の制定

専決処分事項の承認
｛芦屋町一般会計補正予算（専決第１号）｝

芦屋町町有墓地の設置及び管理に関する条例の制定 専決処分事項の承認
（芦屋町税条例等の一部を改正する条例の制定）

芦屋町企業誘致条例の一部を改正する条例の制定
専決処分事項の承認

（芦屋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）

芦屋町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例の
制定

新型コロナウイルス感染症と闘う医療従事者等に対し敬意と
感謝の意を表する決議

町道の路線認定 芦屋町議会会議規則の一部を改正する規則の制定

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
小
田
川
上
横
尾
辻
本

芦屋町事務手数料条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 可決

令和３年度芦屋町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 可決

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書 × × × × × × × ○ × ○ × ー ２ ９ 否決

満場一致で可決、同意された議案

議会の活動を報告します

　町制施行 130 周年記念事業の

重要文化財芦屋霰
あ ら れ じ し ん な り が ま

地真形釜特別

展の内覧会に参加しました。

　今回、製作地である芦屋町に

収蔵することができ、これから

多くの観光誘致に繋がってほし

いと思います。

釜の里見学

　コロナの影響で住民の参加は

見送られましたが、介護施設の

職員と避難訓練に参加しまし

た。避難所までの動線やトイレ

の場所、認知症の人の受け入れ

体制などを確認することがで

き、訓練の重要性を感じました。

洪水避難訓練

　県議長会主催の研修会に参加

し、「平時にできないことは緊

急時にできない」をテーマに先

進地事例から、緊急時の議会活

動を学びました。
（講師：早稲田大学マニフェスト研究

所事務局長 中村健氏）

正副委員長研修
７月 16 日 ( 金 )４月 20 日 ( 火 ) ６月 19 日 ( 土 )
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一般質問
町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

10 松岡 　泉
◎ＩＴの恩恵が行き渡る環境の整備

○通学路の交通安全の確保

11 川上 誠一
◎少人数学級

◎生理の貧困

12 本田 　浩 ◎安全・安心のための防災・減災対策

13 萩原 洋子
◎今後の成人式の在り方

◎性暴力根絶に向けた町の取り組み

14 長島 　毅 ◎効果的な町内への情報発信

15 妹川 征男
◎芦屋町地域防災計画

◎ヤングケアラー

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

　６月 11日に６人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの所信を

聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

※ワクチン接種については全員協議会で審議し、担当課には接種業務に専念してもらうため、今定

例会の一般質問に取り上げないようにしました。

一般質問会議録

ワ
ク
チ
ン
接
種
特
集

医
療
従
事
者
へ
感
謝
を
決
議

意
見
書
否
決

補
正
予
算

議
会
活
動
報
告

一
般
質
問

議会だよりあしや⑨ 令和 3年 8月 25 日　第 210 号



デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
が
加
速

す
る
中
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
は
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
用

に
疎
く
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
難
い
。

「
あ
し
や
塾
」
で
は
、
ス
マ
ホ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
講
座
が
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、ど
の
よ
う
な
講
座
な
の
か
。

中
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
る

講
座
は
、
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
所
有
し
て
い
る
も
の
の
、
十
分

に
活
用
で
き
て
い
な
い
人
な
ど
を
対

象
と
し
て
い
る
。
年
間
１
講
座
、
全

10
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
日
常
生

活
に
役
立
つ
活
用
方
法
な
ど
を
学
ん

で
い
る
。
年
齢
制
限
は
な
く
、
定
員

は
15
名
と
な
っ
て
い
る
。

国
は
令
和
２
年
度
に
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法
を

教
え
る
支
援
要
員
の
実
証
事
業
を
開

始
し
た
。
今
年
度
は
、
全
国
に
展
開

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
町
は
受
動
的

な
状
況
の
よ
う
だ
が
、
現
在
の
Ｉ
Ｔ

化
の
取
り
組
み
状
況
や
今
後
の
基
本

方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
防

災
Wi
‐
Fi
を
公
共
施
設
に
設

置
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
構
築

に
向
け
て
は
、
国
が
主
導
的
に
役
割

を
果
し
、
自
治
体
全
体
で
足
並
み
を

揃
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
さ
れ
て

い
る
。
町
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
や
国
か
ら
の
支
援
策
な
ど
が

示
さ
れ
た
「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
今
後
も
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
優
し

い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築
が

望
ま
れ
る
。
情
報
弱
者
の
高
齢
者
や

障
が
い
者
に
環
境
整
備
を
先
行
的
に

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
省
は
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
推
進
事
業
と
し
て
令
和
４

年
度
以
降
、
近
隣
の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ

か
ら
支
援
員
を
派
遣
し
、
公
民
館
な

ど
で
の
講
習
会
を
検
討
し
て
い
る
。

町
で
は
当
面
、「
あ
し
や
塾
」
で
興

味
の
あ
る
人
に
支
援
を
行
い
、
機
運

に
合
わ
せ
て
講
習
会
の
開
催
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

東
京
都
渋
谷
区
で
は
機
器
の

貸
し
出
し
や
通
信
料
・
通
話

料
を
支
援
し
て
お
り
、
活
用
支
援
員

の
育
成
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
町
で

も
前
向
き
に
検
討
で
き
な
い
の
か
。

現
行
の
講
座
の
実
績
や
課
題

を
分
析
し
、
国
の
概
要
を
踏

ま
え
て
、
内
容
な
ど
の
拡
充
を
検
討

す
る
。

機運に応じ、講習会開催に向
け取り組む

福祉課長

問

答

問

答

デジタル化推進で高齢
者などへの支援は

録画中継

Ｉ
Ｔ
の
恩
恵
が
行
き
渡
る

環
境
の
整
備

松
まつ

　 岡
おか

　 　 泉
いずみ

答

問

スマホ・タブレット活用講座の様子

問答

ワ
ク
チ
ン
接
種
特
集

医
療
従
事
者
へ
感
謝
を
決
議

意
見
書
否
決

補
正
予
算

議
会
活
動
報
告

一
般
質
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町 政を問う　～ 一般質問 ～



６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

少人数学級の一日も早い
実現を願う

国
で
小
学
校
の
35
人
学
級
が

決
定
さ
れ
た
背
景
を
町
は
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

き
め
細
や
か
な
指
導
の
体
制

と
安
全
安
心
な
教
育
環
境
を

整
備
す
る
た
め
に
、
学
級
編
成
の
基

準
を
引
き
下
げ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
35
人
学
級
の
実
現
は
、
よ
う
や

く
そ
の
先
の
30
人
学
級
実
現
に
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
考
え
る
。

福
岡
市
や
北
九
州
市
で
は
国

に
先
ん
じ
て
35
人
学
級
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
５
年
間
で
県
内

す
べ
て
の
小
学
校
が
35
人
学
級
に
な

る
。
町
は
さ
ら
な
る
学
校
教
育
の
充

実
を
図
る
べ
き
だ
。
現
在
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
で
は
小
学
３
年
生
か
ら
４

年
生
ま
で
独
自
の
35
人
学
級

を
実
施
し
て
い
る
。
５
年
生
以
上
で

も
必
要
に
応
じ
て
弾
力
的
運
用
を
行

い
、
学
級
数
を
増
や
す
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

少
人
数
学
級
を
行
う
場
合
、

教
室
の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

芦
小
や
東
小
は
か
な
り
の
余

裕
教
室
が
あ
り
、
山
小
は
プ

レ
ハ
ブ
教
室
で
学
級
増
に
対
応
で
き

る
。
し
か
し
、
教
員
不
足
が
続
い
て

お
り
、
教
員
確
保
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

萩
生
田
文
科
大
臣
は
「
中
学

校
も
含
め
て
30
人
学
級
が
理

想
だ
」と
国
会
で
答
弁
し
て
い
る
が
、

今
回
、
中
学
校
は
35
人
学
級
の
対
象

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

教
育
団
体
は
、
小
学
校
だ
け

で
な
く
中
学
校
も
含
め
た
少

人
数
学
級
の
実
現
を
求
め
て
い
る
。

一
日
も
早
い
実
現
を
願
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
貧
困
が
広
が
る

中
、
経
済
的
な
理
由
で
生
理
用

品
が
買
え
な
い
女
性
が
増
え
て
い
る
。

国
も
支
援
対
策
を
打
ち
出
し
、
生
理

用
品
を
無
料
配
布
す
る
自
治
体
も
増

え
て
い
る
。
女
性
の
人
権
と
尊
厳
に

関
わ
る
問
題
の
た
め
、
町
で
無
料
提

供
し
な
い
の
か
。
ま
た
、
災
害
用
の

備
蓄
に
生
理
用
品
は
あ
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
支
援
策
で
配
布
し
た

生
活
応
援
商
品
券
の
活
用
を

お
願
い
す
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
生
活
困
窮
者
支
援
の
中
で
配

付
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

　
今
年
度
、
災
害
用
の
備
蓄
品
と
し

て
生
理
用
品
を
購
入
す
る
。

答問答

答

教育長

問 問答

中学校を 35 人学級に
する考えは

録画中継

通学中の中学生

少
人
数
学
級

生
理
の
貧
困

問

問答

ワ
ク
チ
ン
接
種
特
集

医
療
従
事
者
へ
感
謝
を
決
議

意
見
書
否
決

補
正
予
算

議
会
活
動
報
告

一
般
質
問
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芦
屋
町
地
域
強
靭
化
計
画
が

令
和
３
年
３
月
に
策
定
さ
れ
、

「
事
前
防
災
・
減
災
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
る
」
と
あ
る
が
、
地
域
防
災

力
の
低
下
へ
の
対
策
は
。

自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
支

援
策
と
し
て
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
住
民
に
対
す
る

防
災
知
識
の
普
及
、
要
配
慮
者
へ
の

支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
。

災
害
対
策
基
本
法
で
避
難
勧

告
が
避
難
指
示
に
一
本
化
さ

れ
た
が
、
そ
の
周
知
方
法
は
。

広
報
７
月
号
や
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
チ
ラ
シ

の
回
覧
・
掲
示
で
周
知
し
て
い
く
。

避
難
場
所
で
あ
る
総
合
体
育

館
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

の
た
め
使
用
制
限
が
あ
る
。
総
合
体

育
館
の
ほ
か
に
避
難
場
所
を
指
定
す

る
予
定
は
あ
る
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
の

総
合
体
育
館
は
、
82
名
し
か

収
容
で
き
な
い
た
め
、
山
鹿
小
学
校

を
次
の
避
難
場
所
に
考
え
て
い
る
。

今
年
度
予
定
し
て
い
る
防
災

士
養
成
の
計
画
は
。

福
岡
県
が
11
月
に
行
う
防
災

士
養
成
研
修
に
参
加
す
る
予

定
で
、
チ
ラ
シ
・
広
報
・
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
。
受
講
料
は

無
料
。
教
本
代
・
受
験
料
・
認
定
登

録
料
は
町
が
負
担
す
る
。

防
災
士
と
危
機
管
理
専
門
官

の
連
携
は
ど
う
考
え
る
か
。

平
常
時
か
ら
減
災
の
意
見
交

換
や
、
町
や
自
治
区
の
防
災

訓
練
で
組
織
体
系
が
で
き
る
こ
と
が

理
想
で
あ
る
。
各
区
で
災
害
に
対
応

す
る
方
法
や
要
配
慮
支
援
者
へ
の
支

援
方
法
も
異
な
る
た
め
、
防
災
士
と

危
機
管
理
専
門
官
が
連
携
し
、
各
自

治
区
に
合
っ
た
避
難
行
動
な
ど
を
考

え
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る
組

織
が
で
き
る
と
良
い
と
考
え
る
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
内
容

は
、「
他
に
何
か
あ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
っ
た
目
線
で
地
域
を

見
つ
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
対
応
は
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
へ
の
対
応

を
自
主
防
災
組
織
で
考
え
て
も
ら

う
。
今
年
度
、
は
ま
ゆ
う
区
で
は
出

前
講
座
を
行
い
、
柏
原
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
で
は
災
害
対
応
の
協
議
を

重
ね
、
各
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
災

害
支
援
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

広報やホームページ、チラシ
の回覧・掲示で周知する

問答

答答

問

録画中継

問答

新たな避難指示の
周知は

問

安
全
・
安
心
の
た
め
の

防
災
・
減
災
対
策

問

答 問

答

総務課長

本
ほん

　 田
だ

　 　 浩
ひろし

避難勧告が避難指示に一本化されたことを周知するチラシ

ワ
ク
チ
ン
接
種
特
集

医
療
従
事
者
へ
感
謝
を
決
議

意
見
書
否
決

補
正
予
算

議
会
活
動
報
告

一
般
質
問
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令
和
４
年
度
以
降
に
行
う
式

典
は
実
行
委
員
会
方
式
や
保

護
者
観
覧
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

成
人
式
の
在
り
方
を
検
討
す

る
上
で
参
考
に
す
る
。

成
人
と
な
る
18
歳
へ
の
取
り

組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

青
少
年
健
全
育
成
の
観
点
か

ら
今
後
検
討
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
や
保
護
者
観
覧

が
で
き
る
夢
リ
ア
ホ
ー
ル
を

開
催
場
所
と
し
て
検
討
し
て
は
。

今
年
度
は
難
し
い
が
、
令
和

４
年
度
以
降
は
検
討
し
た
い
。

み
ん
な
で
祝
え
る
成
人
式
に

す
る
考
え
は
。

成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の
意

見
を
十
分
に
聞
く
。

県
は
小
中
学
校
な
ど
に
性
暴
力

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
よ

う
定
め
て
い
る
が
、
町
の
対
応
は
。

本
年
度
、
芦
小
５
・
６
年
生
が

性
暴
力
に
関
す
る
講
義
を
受

け
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
講
義
を
受
け
て
、
性
暴
力

を
受
け
た
児
童
や
性
暴
力
を

受
け
た
こ
と
に
気
づ
い
た
児
童
が
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
場
合
の
対
応
は
。

事
前
に
保
護
者
へ
文
書
で
周

知
し
、
児
童
に
も
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
先
生
に
相
談
す
る
よ

う
伝
え
る
。
個
別
対
応
が
必
要
な
場

合
は
、
面
談
や
保
護
者
へ
の
連
絡
、

教
育
委
員
会
な
ど
へ
通
告
し
、
対
応

を
協
議
す
る
。
性
暴
力
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を
勧
め
る
な
ど

の
対
応
も
行
う
。

保
護
者
な
ど
が
相
談
を
受
け

て
も
慌
て
ず
適
切
な
対
応
が

取
れ
る
よ
う
授
業
の
参
加
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

向
け
学
習
会
、
プ
リ
ン
ト
配
布
な
ど

の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

ど
う
対
応
す
る
か
考
え
る
。

芦
屋
町
人
権
教
育
・
啓
発
基
本

計
画
と
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
に
性
暴
力
の
こ
と
は
書
か
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
計
画
の
位
置
づ
け

が
必
要
で
は
な
い
か
。

２
つ
の
計
画
は
終
了
年
度
が

令
和
４
年
度
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
今
年
度
は
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
次
期
計
画
策
定
時
に
情
報

収
集
を
行
う
と
共
に
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

成人者の意見を十分に聞く

答 問

問

町長

答

みんなで祝える成人式
にする考えは

録画中継

性
暴
力
根
絶
に
向
け
た

町
の
取
り
組
み

答

答 問

答問

成人式の様子

問

萩
はぎ

原
わら

洋
ひろ

子
こ

今
後
の
成
人
式
の
在
り
方

問答

問答 答 問

ワ
ク
チ
ン
接
種
特
集

医
療
従
事
者
へ
感
謝
を
決
議

意
見
書
否
決

補
正
予
算

議
会
活
動
報
告
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情
報
を
適
切
で
確
実
に
伝
え

行
動
を
促
す
こ
と
は
、
町
民

の
生
命
に
か
か
わ
る
事
象
に
直
結
す

る
。
伝
わ
り
や
す
い
整
理
さ
れ
た
情

報
の
発
信
と
共
有
が
必
要
と
思
う

が
、
現
在
の
情
報
発
信
の
課
題
は
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
ウ
ェ
ブ
媒
体
の
発
信
が
増

え
て
い
る
が
、
高
齢
者
は
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
て
い
な
い
人
も
多
く
、
情
報

を
届
け
に
く
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
が
増
え
な
け
れ
ば
情
報
発
信

先
が
限
定
的
に
な
る
た
め
、
フ
ォ
ロ

ワ
ー
の
獲
得
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

普
及
率
１
位
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
や
ｄ
ボ

タ
ン
広
報
誌
の
導
入
は
、
幅
広
い
世

代
へ
繋
が
る
情
報
伝
達
手
段
に
な
る

と
考
え
る
が
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
た
め
、
具
体
的

な
投
稿
内
容
や
運
用
方
法
な
ど
を
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
の
ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
は
テ

レ
ビ
を
活
用
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
人
に
も
情
報
を

届
け
ら
れ
る
が
、
今
年
度
、
戸
別
受

信
機
を
全
戸
に
設
置
し
、
緊
急
情
報

な
ど
を
一
斉
に
届
け
る
よ
う
整
備
す

る
た
め
、
導
入
を
見
送
っ
た
。

　
し
か
し
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
と
は
防
災
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
で
お
り
、
県

内
の
自
治
体
で
半
数
が
導
入
し
て
い

る
た
め
、
評
判
や
導
入
状
況
、
費
用

対
効
果
な
ど
の
情
報
を
収
集
す
る
。

町
の
情
報
発
信
媒
体
は
多
く
、

更
新
が
少
な
い
も
の
や
、
あ

ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
見

受
け
ら
れ
る
が
、
可
能
性
を
秘
め
た

コ
ン
テ
ン
ツ
も
あ
る
。
今
後
、
情
報

コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
理
や
再
編
も
必
要

だ
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

情
報
発
信
媒
体
は
、
特
に
ウ
ェ

ブ
媒
体
の
種
類
が
多
く
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
観
光

情
報
サ
イ
ト
な
ど
個
別
の
サ
イ
ト
が

複
数
あ
り
、
更
新
の
頻
度
が
か
な
り

低
い
も
の
も
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
見
直
し

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
で
評
価
を
行

い
、
内
容
や
運
用
体
制
も
含
め
た
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
町
の
情
報
発
信

に
対
す
る
考
え
は
。

若
い
世
代
か
ら
高
齢
世
代
ま

で
多
く
の
住
民
に
、
わ
か
り

や
す
く
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要

な
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
努
め
た
い
。

わかりやすく適切なタイミン
グで必要な情報を伝えたい

スマートフォンで見る芦屋町のホームページ

問答答

問

町長

問

答

録画中継

これからの芦屋町の
情報発信は 

長
なが

　 島
しま

　 　 毅
つよし

効
果
的
な
町
内
へ
の
情
報

発
信

問答

ワ
ク
チ
ン
接
種
特
集

医
療
従
事
者
へ
感
謝
を
決
議

意
見
書
否
決

補
正
予
算

議
会
活
動
報
告
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町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
火
災
の
防
止
と
消
火

の
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
場
合
、

死
亡
者
は
４
割
減
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。
住
宅
用
消
火
器
は
初
期
消
火

に
有
効
で
、
先
進
自
治
体
で
は
防
火

意
識
の
向
上
と
火
災
の
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
や
家
庭
用
消
火
器
の
設
置

を
促
進
す
る
よ
う
、
設
置
費
用
補
助

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
町
も
検
討

す
べ
き
で
は
。

平
成
18
年
以
降
は
設
置
義
務

と
な
り
、
そ
れ
以
降
の
建
物

に
は
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
比

較
的
安
価
で
購
入
で
き
る
た
め
、
自

分
の
住
宅
は
自
分
で
守
る
観
点
か

ら
、補
助
制
度
設
置
の
考
え
は
な
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
増
加
が

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
国
は
初
の
実
態
調
査
を
行
い
、

中
学
生
17
人
に
１
人
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
で
あ
る
と
公
表
し
た
。
厚
労
省

副
大
臣
は
「
結
果
に
衝
撃
を
受
け
た
。

子
ど
も
ら
し
い
生
活
を
送
れ
ず
、
誰

に
も
相
談
で
き
ず
に
１
人
で
耐
え
て

い
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
胸
が
締

め
つ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
対
策
を

打
た
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
町
は
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
い
な
い

と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
遅
刻
・

欠
席
・
早
退
・
不
登
校
に
発

展
す
る
の
で
、
教
育
・
介
護
福
祉
・

医
療
従
事
者
、
民
生
児
童
委
員
、
住

民
に
そ
の
状
況
を
知
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
適
切
な
教
育
機
会
の
確

保
、
心
身
の
健
や
か
な
成
長
や
発
達

を
図
る
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
支

援
・
継
続
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
や

他
の
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
「
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
制
度
を
活
用
し
や
す
い
体
制
づ
く

り
の
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
条
例
」
を

視
野
に
入
れ
、
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
だ
が
。

教
育
委
員
会
と
し
て
健
康
・

こ
ど
も
課
、
福
祉
課
な
ど
と

も
連
携
し
、
総
力
を
挙
げ
て
支
援
を

行
い
た
い
。
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
、
必
要
な
支
援
を
児
童
生
徒

か
ら
適
切
に
聞
き
取
る
。
そ
の
上
で

制
度
づ
く
り
が
必
要
で
あ
れ
ば
町
長

部
局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

補助制度を導入する考えは
ない

答 答

問

問

総務課長

答

芦
屋
町
地
域
防
災
計
画

録画中継

妹
いも

川
かわ

征
いく

男
お

-

火災警報器などの補助
制度を導入しては

※
注
１
：
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
　

　
家
族
の
介
護
や
ケ
ア
、
身
の
回
り
の
世
話

を
担
う
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と

問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

注
１

ワ
ク
チ
ン
接
種
特
集

医
療
従
事
者
へ
感
謝
を
決
議

意
見
書
否
決

補
正
予
算

議
会
活
動
報
告

一
般
質
問
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次回の定例会は９月2日開会予定

議会を傍聴してみませんか？

町かど

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧

ください。なお、配信は本会議終了から

７日後（土日祝日のぞく）になります。

録画中継ページ

★
表
紙
の
永
末
幸
く
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

モ
ー
ヴ
ィ
で
遊
ん
で
み
て
、
何
が

一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？

中
に
入
れ
る
や
つ
で
、
友
達
と
ぐ

る
ぐ
る
回
っ
た
の
が
楽
し
か
っ

た
。（
表
紙
に
写
っ
て
い
る
サ
イ
バ
ー
ホ

イ
ー
ル
）ま

た
遊
び
に
行
き
た
い
で
す
か
？

ま
た
行
き
た
い
で
す
。
今
度
は
家

族
み
ん
な
で
行
き
た
い
！

★
園
児
の
引
率
で
来
て
い
た
保
育
士
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て

ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
？

時
間
を
忘
れ
て
夢
中
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
た
く
さ

ん
の
魅
力
あ
る
遊
具
に
驚
き
ま
し
た
。

今
後
も
利
用
し
た
い
で
す
か
？

は
い
、
ぜ
ひ
利
用
し
た
い
で
す
。

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
町
内
に
あ
り
、

天
気
に
も
左
右
さ
れ
な
い
の
で
遠
足
な
ど

で
も
利
用
し
た
い
で
す
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
の
イ
メ
ー
ジ

は
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
？

古
い
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
ん
な
に
新
し
く
き

れ
い
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。友
達
に
も
お
ス
ス
メ
し
た
い
で
す
。

町
に
要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

各
区
の
公
園
な
ど
を
も
う
少
し
整

備
し
て
い
た
だ
け
る
と
子
ど
も
た

ち
も
遊
び
や
す
い
で
す
。
あ
と
人
を
呼
べ

る
よ
う
な
海
を

活
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
や
施
設
が

あ
っ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

ＱＡ Ｑ

Ａ ＱＡＱ

Ａ

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、本会

議は役場１階ロビーでライブ中継をしています。
※�日程は変更になる場合があります。傍聴を希望する場合は議会事務局

にお問い合わせください。　（℡ 223-3579）

※新型コロナウイルス感染症の今後の状況によっては、傍聴をお断りす

　る可能性がありますので、ご了承ください。

～芦屋に新スポット「モーヴィ」誕生！～

モーヴィで遊んだ永末幸くん

保育士の高橋京子さん

インタビュー

録画中継で見た表決の様子

ＱＡＱＡ

モーヴィで遊んだ園児たち

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0
1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

議 

員 

控

 

室

７月８日からボートレース芦屋に芦屋町の新スポッ

トとなるモーヴィがオープンしました。モーヴィは

「からだあそび」に重点をおいたキッズパークです。

遊びに来ていた先生や園児たちに話を聞いたっちゃ。

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
辻
本
　
一
夫
　

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
萩
原
　
洋
子
　

　
副
委
員
長
　
信
国
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
長
島
　
　
毅

　
委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

　
希
望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

順
調
に
進
み
、
ほ
っ
と
一
息
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
終

息
が
見
え
ず
安
心
で
き
ま
せ
ん
。

　
先
日
、
暑
さ
厳
し
い
朝
の
路
上

で
、
あ
る
人
か
ら
「
今
ま
で
何
十

年
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
た
ゴ
ミ
集
積
所
は
、
行
政
が

維
持
管
理
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
？
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
殆
ど
の
ゴ
ミ
集
積
所
は
、
自
治

区
ご
と
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
部
の
心
な
い
人
が
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
や
、
地
区
住
民
数
の
減
少
に

よ
り
維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る

声
を
聞
き
ま
す
。

　
利
用
者
が
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
自
治
区
ご
と
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
行

政
と
協
力
し
て
早
急
な
対
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

信
国
　
　
浩
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